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ANA ホールディングス株式会社 広報・コーポレートブランド推進部 03-6735-1111 

第 ２ 1 － ０ ２ ３ 号 

２０２１年１０月２９日 

２０２２年３月期 第２四半期決算および通期業績予想について 

ANA ホールディングス㈱は１０月２９日（金）、２０２２年３月期 第２四半期決算を取りまとめました。 

詳細は「２０２２年３月期 第２四半期決算短信」をご参照ください。 

① 国内では、緊急事態宣言等で上期期間中ほぼ全日で移動制限が続きました。国際線は現在でも出入国が制限さ

れています。このため旅客需要の回復が遅れています。一方、国際貨物は、需要を確実に取り込み、過去最高の

売上高を更新しました。

② 営業費用は、第１四半期に続き、事業構造改革の推進により、固定費削減の効果が現れています。昨年に比べ

て、運航規模は拡大していますが、費用は減少しています。

③ これらの結果、売上高は、前年から４７．７％増加の４，３１１億円、営業費用は４．５％減少の５，４７１億円、営業

損失は１，１６０億円、四半期純損失は９８８億円となりました。

④ 足元では旅客需要は増加基調に転じていますが、好調な国際貨物の計画以上の増収と、全社を挙げてのコスト削

減努力による利益の押し上げ効果を加味しても、上期に失われた期待収入が大きく、下期の収入合計では全てを

カバーしきれないと判断し、通期の業績予想を修正いたします。

⑤ 足元の固定費は、コロナ前と比べて約３割減少し、損益分岐点が大幅に引き下がっています。売上の回復を着実

に業績の改善につなげ、第４四半期には黒字転換を目指します。

１．２０２２年３月期 第２四半期の連結経営成績・連結財政状態 
  単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
２０２２年３月期 

第２四半期 

２０２１年３月期 

第２四半期 
増減 

売 上 高 ４，３１１ ２，９１８ ＋１，３９２ 

営 業 費 用 ５，４７１ ５，７２７ ▲２５６

営 業 損 益 ▲１，１６０ ▲２，８０９ ＋１，６４９ 

営 業 外 損 益 ４ １２２ ▲１１７

経 常 損 益 ▲１，１５５ ▲２，６８６ ＋１，５３１ 

特 別 損 益 ▲５８ ７ ▲６５

親会社株主に帰属する  

四半期純損益  
▲９８８ ▲１，８８４ ＋８９６ 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 

２０２２年３月期 

第２四半期 

２０２１年３月期 

第２四半期 
増減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 ３，７０２ ▲１，１３７ ２，３６７ ▲２，７７７ ＋１，３３５ ＋１，６４０ 

航空関連事業 ９７６ １６ １，１９８ ８７ ▲２２１ ▲７０

旅 行 事 業 １９６ ▲１ １３８ ▲４０ ＋５８ ＋３８ 

商 社 事 業 ３８３ ０ ３８２ ▲２８ ＋０ ＋２８ 

そ の 他 １７４ ６ １８５ ８ ▲１０ ▲１
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（１） 航空事業

新型コロナウイルス変異株の流行による、感染再拡大の影響を受けたものの、旅客需要は前年から増加した他、

好調な貨物需要を積極的に取り込み貨物収入が過去最高となったこと等から、売上高は前年同期を上回りました。

人件費及び前年の大型機を中心とした早期退役による減価償却費・整備費等の固定費の削減を進めたこと等によ

り、前年同期に比べて損益は良化したものの、営業損失を計上しました。

①国際線旅客（ANA ブランド）

 国際線旅客では、前年から続く各国の渡航規制や、日本の入国者数の制限の影響を受け、旅客需要が大きく低迷

した状況が続いています。海外赴任・帰任を中心とするビジネス需要やアジア発北米行の接続需要が回復を始め

た他、東京オリンピック・パラリンピック関係者の渡航需要を取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前年同期

を上回りました。

 路線ネットワークでは、７月から成田空港を発着する一部北米路線の運航を再開し、回復が続いているアジア発北

米行の接続需要を取り込む等、運航計画を柔軟に見直し、臨時便の設定等にも努めました。

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
２０２２年３月期 

第２四半期 

２０２１年３月期 

第２四半期 
増減率(％) 

旅客収入（億円） ３０４ １９６ ＋５４．９ 

旅客数（千人） ３２７ １９３ ＋６９．１ 

座席キロ（百万キロ） ９，４３３ ５，４２６ ＋７３．８ 

旅客キロ（百万キロ） ２，２４７ １，３１１ ＋７１．３ 

利用率（％） ２３．８ ２４．２ ▲０．３ｐｔ

②国内線旅客（ANA ブランド）

 国内線旅客では、感染者数の拡大に伴い緊急事態宣言が繰り返される状況が続きましたが、旅客数・収入ともに

新型コロナウイルスの影響を大きく受けた前年同期を上回りました。

 路線ネットワークでは、航空需要の変動に合わせて運航規模の調整を進めました。また、８月から Peach Aviation

㈱が運航する一部路線でコードシェアを開始し、利便性向上に努めました。

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
２０２２年３月期 

第２四半期 

２０２１年３月期 

第２四半期 
増減率(％) 

旅客収入（億円） １，１１８ ７８９ ＋４１．７ 

旅客数（千人） ７，１４０ ４，６７３ ＋５２．８ 

座席キロ（百万キロ） １５，１５９ １１，７８９ ＋２８．６ 

旅客キロ（百万キロ） ６，６３５ ４，２８４ ＋５４．９ 

利用率（％） ４３．８ ３６．３ ＋７．４ｐｔ 

③貨物（ANA ブランド）

国際線貨物では、旺盛な需要を背景に、旅客機を使用した貨物専用便を積極的に設定したことに加え、７月から成

田＝北京線にボーイング 767F型機を新規就航させる等、貨物専用機を最大限活用したことにより、日本・アジア発

の自動車部品及び半導体・電子機器や、北米・欧州発の電子機器、ワクチン等の医薬品を積極的に取り込みまし

た。以上の結果、輸送重量は前年同期を大きく上回り、収入は過去最高となりました。 
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（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
２０２２年３月期 

第２四半期 

２０２１年３月期 

第２四半期 
増減率(％) 

国

際

線 

貨物収入（億円） １，３８３ ５０８ ＋１７２．４ 

輸送重量（千トン） ４７６ ２２７ ＋１０９．０ 

貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ２，５１６ １，０４７ ＋１４０．３ 

国

内

線 

貨物収入（億円） １２１ ８６ ＋４０．１ 

輸送重量（千トン） １２０ ９３ ＋２９．１ 

貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １３６ １０３ ＋３１．７ 

④LCC

 ＬＣＣでも、新型コロナウイルスの影響が続いていますが、旅客数・収入ともに大きく影響を受けた前年同期を上回

りました。

 路線ネットワークでは、７月に関西＝女満別線を開設しました。今後も需要回復の動向を見極め、ネットワークの拡

充を図ってまいります。国際線は各国で入国制限が続いているため、４月中旬から全路線で運休しています。

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【LCC】 
２０２２年３月期 

第２四半期 

２０２１年３月期 

第２四半期 
増減率(％) 

LCC 収入（億円） １３０ ８４ ＋５４．６ 

旅客数（千人） １，５５４ ８１７ ＋９０．２ 

座席キロ（百万キロ） ３，２５４ ２，０９０ ＋５５．７ 

旅客キロ（百万キロ） １，７７７ ９２２ ＋９２．８ 

利用率（％） ５４．６ ４４．１ ＋１０．５ｐｔ 

⑤その他

 航空事業におけるその他の収入は６０７億円（前年同期６８１億円、前年同期比１０．８％減）となりました。なお、航

空事業におけるその他の収入には、マイレージ附帯収入、機内販売収入、整備受託収入等が含まれています。

（２）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

① 航空関連事業

 売上高９７６億円（前年同期比１８．５％減） 営業利益１６億円（同８０．６％減）

 旅客の搭乗受付や手荷物搭載等の空港地上支援業務が減収したことや、投資抑制の影響によりシステム開発業

務等の取扱高が減少した結果、売上高は前年同期を下回りました。

② 旅行事業

 売上高１９６億円（前年同期比４２．０％増） 営業損失１億円（前年同期 営業損失４０億円）

 海外旅行は前年に引き続き当社グループが主催する全てのツアーを催行中止としたことに加え、国内旅行は「Go

To トラベルキャンペーン」の効果があった前年同期に比べて取扱いが減少しました。一方、グループ内においてデ

ジタルマーケティング等の機能が移管されたことにより受託収入が増加しました。以上の結果、売上高は前年同期

を上回り、損益は改善しました。

③ 商社事業

 売上高３８３億円（前年同期比０．２％増） 営業利益０億円（前年同期 営業損失２８億円）

 航空需要の緩やかな回復に伴い、空港物販店「ANA FESTA」等で増収となった他、半導体市場の好調な需要を受

けて電子事業の取扱高が増加しました。一方で、当期より収益認識会計基準を適用したことによる減収影響もあり

ましたが、売上高は前年同期をわずかに上回りました。
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④ その他 

 売上高１７４億円（前年同期比５．６％減） 営業利益６億円（同２２．５％減） 

 新型コロナウイルスの影響により、建物・施設の保守管理事業において取扱高が減少したこと等から、売上高は前

年同期を下回りました。 

 

（３）連結財政状態 
                                                     （自己資本比率、D／E レシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
２０２２年３月期 

第２四半期末 
２０２１年３月期末 増減 

総資産（億円） ３０，８００ ３２，０７８ ▲１，２７８ 

純資産（億円） ８，０５４ １０，１２３ ▲２，０６８ 

自己資本（億円）  （注１） ７，９９６ １０，０７２ ▲２，０７５ 

自己資本比率（％） ２６．０ ３１．４ ▲５．４ｐｔ 

有利子負債残高（億円）  １６，３６８ １６，５５４ ▲１８６ 

D／E レシオ（倍） （注２） ２．０ １．６ ＋０．４ 

注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。    注２：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（４）連結キャッシュ・フロー                               
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
２０２２年３月期 

第２四半期 

２０２１年３月期 

第２四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲７７８ ▲１，９０９ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ２，０８３ ３７２ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲１９１ ４，６９４ 

現金および現金同等物期末残高  ４，８１７ ４，５１０ 

減価償却費 ７８４ ９０１ 

 
２． ２０２２年３月期の見通し 

 連結業績予想につきましては、国際線貨物需要が好調に推移する一方で、変異株の流行等によりコロナ影響が長

期化したため、当初の想定よりも旅客需要が大きく減少しました。足元では国内の新規感染者数の減少に伴い、国

内線旅客需要に回復傾向が見られますが、需要の本格的な回復時期が遅れています。 

 運航関連の変動費の抑制に加えて、整備費・外部委託費等の固定費削減の深掘りを実行し営業費用削減に取り

組んでまいりますが、売上高の減少影響が大きく、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につ

いても同様に大幅に減少することにより損失を計上する見通しであることから、２０２２年３月期の連結業績予想に

つきまして下表の通り修正いたします。 

    単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【２０２２年３月期見通し（連結業績）】 当期予想 
前期実績 

（２０２１年３月期） 
増減 

売 上 高 １０，６００ ７，２８６ ＋３，３１３ 

営 業 損 益 ▲１，２５０ ▲４，６４７ ＋３，３９７ 

経 常 損 益 ▲１，４００ ▲４，５１３ ＋３，１１３ 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 損 益 
▲１，０００ ▲４，０４６ ＋３，０４６ 

以上 


